
.

発
行
／
山
形
県
尾
花
沢
市
議
会

編
集
／
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

2424111号・令和３年11月１日発行111号・令和３年11月１日発行

発
行
責
任
者

議
長

青
野

隆
一

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

委
員
長

鈴
木

清

副
委
員
長

和
田

哲

委
員

塩
原
未
知
子

委
員

星
川

薫

委
員

菅
野

喜
昭

委
員

安
井

一
義

委
員

鈴
木
由
美
子

●あ
●と
●が
●き

８
月
に
議
員
の
役
職
改

選
が
行
わ
れ
、
市
議
会
だ

よ
り
111
号
は
新
し
い
メ
ン

バ
ー
で
の
発
行
と
な
り
ま

し
た
。
市
民
の
皆
様
に
愛

さ
れ
る
市
議
会
だ
よ
り
を

目
指
し
、
編
集
委
員
一
同

力
を
合
わ
せ
作
り
上
げ
て

参
り
ま
す
。
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
星
川
薫
）

前
号
110
号
を
次
の
通
り
訂
正
し

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

中
段

議
決
さ
れ
ま
し
た
。
↓
可
決
さ
れ

ま
し
た
。一

段
目

１
万
９
メ
ガ
ワ
ッ
ト
↓
１
万
９
千

メ
ガ
ワ
ッ
ト

４
Ｐ

13
Ｐ

お
詫
び
と
訂
正
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定例会定例会
か いれ いて い

９ 月９ 月

20212021

令和３年９月定例会は９月６日から24日まで19日間の会期で開催され、令和２年度の令和３年９月定例会は９月６日から24日まで19日間の会期で開催され、令和２年度の
決算案件７件、令和３年度一般会計・特別会計補正予算５件、条例の一部改正など11議決算案件７件、令和３年度一般会計・特別会計補正予算５件、条例の一部改正など11議
案を慎重に審議した結果、いずれも原案の通り可決しました。案を慎重に審議した結果、いずれも原案の通り可決しました。
また、人事案件２議案に同意、請願２案件を採択し、議会提出案件の意見書３件を可また、人事案件２議案に同意、請願２案件を採択し、議会提出案件の意見書３件を可
決しました。決しました。

定例会のあらまし定例会のあらまし

億億149149

令和２年度 決算を認定令和２年度 決算を認定

7,8117,811万円万円

令和３年度一般会計補正予算令和３年度一般会計補正予算
億億99 1,5551,555万円を可決万円を可決

科 目 主 な 事 業 内 容 ・ 金 額(千円)

総 務 費 394,756 財政調整基金積立金、高濃度ＰＣＢ廃棄物処分業務委託料

民 生 費 12,100 自立支援医療費、保育施設感染防止対策支援事業

衛 生 費 9,600 簡易水道特別会計繰出金

農林水産業費 6,477 山形県元気な地域農業担い手育成支援事業費補助金

商 工 費 94,650
プレミアム商品券発行事業補助金、工事請負費、じもとＤＥ
グルメ満喫事業補助金、企業立地促進奨励金、尾花沢市事業
継続応援支援金

土 木 費 366,463
備品修繕料、除排雪業務委託料、測量設計業務委託料、住宅
リフォーム支援事業補助金、流域関連公共下水道事業補助金、
尾花沢市特定環境保全公共下水道事業補助金

教 育 費 3,500 小中学校オンライン学習支援事業（タブレット電源アダプタ
購入）

消 防 費 4,867 消火栓新設移設交換工事負担金、備品購入費

災害復旧費 600 工事請負費 農地施設災害復旧事業 8,798万円

コロナ禍､懸命 対応 評価コロナ禍､懸命 対応 評価コロナ禍､懸命 対応 評価ななな

補正
予算

特別会計歳出特別会計歳出 億億4949 5,8615,861万円万円

災害対応特殊水槽付
消防ポンプ自動車購入 7,195万円

ををを

主 な も の

小中学校校内通信ネットワーク整備事業 5,472万円
小中学校情報端末整備事業 7,803万円

国のＧＩＧＡスクール構想を実現。各学校で工夫した積極的な取り組みが行われている。国のＧＩＧＡスクール構想を実現。各学校で工夫した積極的な取り組みが行われている。

車載水槽が1.5㎥から2.0㎥に性能アップ車載水槽が1.5㎥から2.0㎥に性能アップ 大海平揚水場の高圧受電設備(キュービクル)を高台に移設大海平揚水場の高圧受電設備(キュービクル)を高台に移設
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議

長

青
野
隆
一

決
算
特
別
委
員
長大

類
好
彦

２
名
は
役
職
の
立
場
上

質
疑
は
で
き
ま
せ
ん
。

尾
花
沢
市
財
政

調
整
基
金

Q
決
算
年
度
残
高
は
、

前
年
度
末
と
比
べ
て
約
２

億
６
千
400
万
円
減
少
し
、

適
正
規
模
の
８
億
円
を
下

回
る
約
６
億
600
万
円
と
な

っ
た
。
監
査
意
見
書
で
は
、

｢中
長
期
的
な
視
点
に
立

っ
た
、
計
画
的
な
基
金
の

活
用
を
お
願
い
し
た
い
｣

と
し
て
い
る
。
今
後
の
見

通
し
は
ど
う
か
。

(鈴
木
由
美
子
)

A
財
政
基
金
の
み
な
ら

ず
、
本
当
に
必
要
な
所
に

は
必
要
な
予
算
を
投
下
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今

後
大
き
な
事
業
が
目
白
押

し
で
あ
り
、
健
全
財
政
を

堅
持
す
る
た
め
に
は
、
不

要
不
急
の
事
業
は
取
捨
選

択
や
延
期
な
ど
、
場
合
に

よ
っ
て
は
見
直
す
必
要
が

あ
る
。
財
政
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
し
て
判
断
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
。

総括質疑
決算特別委員会決算特別委員会

議場360分‼令和２年度を こまかくチェック‼
予算がどう使われたか？

63 項目質疑！

病
児
病
後
児
保
育
の

実
績
の
評
価

Q
昨
年
の
実
績
に
つ
い

て
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

ニ
ー
ズ
調
査
や
市
外
の
施

設
利
用
な
ど
し
っ
か
り
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

(奥
山

格
)

A
昨
年
の
登
録
者
数
18

名
、
利
用
者
数
は
４
名
、

開
設
日
数
は
11
日
で
あ
っ

た
。
利
用
が
少
な
か
っ
た

の
は
、
祖
父
母
が
世
話
を

し
て
く
れ
た
り
、
勤
務
先

よ
り
休
暇
を
も
ら
え
た
た

め
な
ど
に
よ
る
。
開
設
し

て
１
年
し
か
な
ら
な
い
の

で
、
も
う
少
し
様
子
を
見

て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

交
付
額
と
執
行
額

Q
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
交
付
総
額
と
、
令
和

２
年
度
の
執
行
額
と
現
在

の
未
充
当
額
に
つ
い
て
伺

う
と
共
に
、
今
後
何
に
充

当
す
る
の
か
併
せ
て
伺
う
。

(星
川

薫
)

A
交
付
額
は
７
億
318
万

６
千
円
で
、
令
和
２
年
度

の
執
行
額
は
５
億
71
万
４

千
円
。
現
在
の
残
高
は
７

千
596
万
５
千
円
と
な
っ
て

防
災
対
策
事
業

Q
防
災
行
政
無
線
の
保

守
点
検
業
務
委
託
は
ど
の

よ
う
な
内
容
で
実
施
さ
れ

た
の
か
。ま
た
、管
理
シ
ス

テ
ム
の
現
状
に
つ
い
て
も

伺
い
た
い
。
(和
田

哲
)

A
昨
年
度
は
410
万
円
を

支
出
し
て
点
検
業
務
委
託

を
行
っ
た
。
主
な
内
容
は
、

庁
舎
に
あ
る
親
機
と
各
子

局
の
点
検
と
冬
期
間
の
巡

回
点
検
お
よ
び
雪
下
ろ
し

な
ど
で
、
通
信
異
常
に
対

し
て
も
緊
急
に
対
応
し
た
。

管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
、
朝
昼
晩
の
定
時
放
送

市

税

Q
歳
入
に
関
し
、
滞
納

繰
越
分
の
分
析
は
ど
う
か
。

ま
た
、
収
納
に
対
す
る
努

力
は
見
受
け
ら
れ
る
が
、

差
押
さ
え
は
何
件
あ
る
か
。

(鈴
木
裕
雅
)

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
避
難
所
機

能
強
化
事
業

Q
避
難
所
ダ
ン
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
の
管
理
方
法
は
。

(安
井
一
義
)

A
550
個
購
入
し
上
柳
健

康
増
進
施
設
に
保
管
し
て

特
別
交
付
税

Q
国
か
ら
特
別
交
付
税

９
億
３
千
万
円
余
の
交
付

を
受
け
た
。
各
課
で
需
要

額
の
不
足
額
計
17
億
円
以

上
あ
っ
た
が
、
な
ぜ
要
望

額
を
10
億
円
と
定
め
た
の

か
、
そ
の
根
拠
を
尋
ね
た

い
。

(菅
野
修
一
)

A
全
国
の
自
治
体
に
配

分
さ
れ
る
特
別
交
付
税
の

総
額
は
地
方
交
付
税
法
第

６
条
の
２
に
よ
り
、
普
通

交
付
税
も
合
わ
せ
た
交
付

税
額
の
６
％
と
決
ま
っ
て

お
り
、
他
地
区
に
お
け
る

大
規
模
災
害
の
発
生
な
ど

も
配
分
に
影
響
す
る
た
め
、

現
実
的
な
額
と
し
て
10
億

円
を
要
望
し
た
。

個
人
番
号
カ
ー
ド

Q
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

交
付
率
、
年
代
別
交
付
の

実
態
と
、
交
付
目
標
の
達

成
は
ど
う
か
。(小

関
英
子
)

A
令
和
２
年
４
月
１
日

10
％
が
令
和
３
年
４
月
１

日
20
・
４
％
に
交
付
率
が

伸
び
て
い
る
。
年
代
別
で

は
60
代
37
％
、
70
代
35
％

が
高
く
20
代
･30
代
22
％
、

10
代
10
％
と
低
い
。
交
付

目
標
は
３
割
で
、
９
月
１

日
現
在
30
・
７
％
交
付
さ

れ
て
い
る
。

バ
ス
ラ
ッ
ピ
ン
グ
観

光
PR
等
業
務
委
託

Q
仙
台
市
バ
ス
に
208
万

円
の
費
用
対
効
果
は
薄
い
。

市
内
の
バ
ス
に
こ
そ
地
元

PR
を
す
べ
き
。
次
年
度
予

算
見
直
し
を
要
望
。

(塩
原
未
知
子
)

A
今
後
検
討
す
る
。

市
営
住
宅
の使

用
料

Q
収
入
未
済
額
は
、
約

２
千
万
円
で
あ
る
が
、
そ

の
内
訳
と
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

(菅
野
喜
昭
)

A
未
納
の
内
訳
は
、
令

和
２
年
度
が
、
11
件
約
180

万
円
。
令
和
元
年
度
以
前

は
74
件
約
１
千
820
万
円
で

あ
る
。
令
和
元
年
度
以
前

の
未
納
者
は
、
す
で
に
退

居
し
た
方
が
大
半
で
あ
り
、

そ
の
中
に
は
転
居
先
が
不

明
な
方
や
亡
く
な
ら
れ
て

い
る
方
も
い
る
。
今
後
は
、

不
納
欠
損
も
含
め
、
適
正

な
債
権
管
理
に
努
め
て
い

く
。

教
育
相
談
専
門
員

設
置
事
業

Q
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
昨

年
と
比
べ
相
談
件
数
が
、

保
育
・
幼
稚
園
が
3.5
倍

(13
↓
45
件
）、
中
学
校
が

2.7
倍
(92
↓
248
件
)と
増
え

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

相
談
が
多
く
な
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
相
談
員
が

１
名
で
足
り
て
い
る
の
か
。

(鈴
木

清
)

A
主
な
相
談
内
容
は
就

学
・
不
登
校
児
童
生
徒
・

家
庭
環
境
に
つ
い
て
の
相

談
が
多
い
。
現
場
の
先
生

避
難
所
機
能
強
化

Q
災
害
時
に
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
遮
断
さ
れ
た
場
合

を
考
慮
し
、
各
避
難
所
に

は
コ
ロ
ナ
対
策
も
含
め
、

す
べ
て
の
備
品
を
、
そ
れ

ぞ
れ
に
配
置
し
て
お
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

(伊
藤

浩
)

A
避
難
所
に
は
学
校
跡

地
や
保
育
園
な
ど
が
あ
り
、

ス
ペ
ー
ス
的
な
問
題
か
ら

す
べ
て
の
備
品
が
置
き
き

れ
な
い
場
合
も
あ
る
と
考

え
る
。
学
校
の
建
屋
な
ど

い
る
。
ま
た
、
玉
野
小
学

校
の
防
災
学
習
会
へ
貸
し

出
し
を
行
い
、
実
際
に
組

み
立
て
使
用
し
た
。

い
る
。
今
後
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

終
息
が
見
通
せ
ず
地
域
経

済
が
平
常
時
に
戻
っ
て
い

な
い
た
め
、
市
民
や
市
内

事
業
者
の
声
を
聴
き
、
有

効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
。

A
不
納
欠
損
額
は
前
年

度
と
比
べ
467
万
円
増
え
て

い
る
が
、
収
入
未
済
額
は

１
千
561
万
円
減
り
改
善
し
、

収
納
率
は
微
増
だ
が
向
上

し
て
い
る
。
ま
た
、
差
押

え
に
つ
い
て
は
、
催
告
・

分
割
相
談
・
滞
納
処
分
を

行
い
、
預
金
調
査
が
271
件
、

差
押
え
処
分
は
99
件
あ
る
。

今
後
も
夜
間
相
談
、
個
別

相
談
が
必
要
と
考
え
る
。

空
室
が
多
い
避
難
所
に
つ

い
て
は
、
分
散
し
て
備
品

を
配
置
で
き
る
よ
う
に
検

討
す
る
。

方
と
連
携
し
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
い
る
。

の
際
に
も
、
現
状
の
把
握

と
修
繕
対
応
に
努
め
て
い

る
。

避難所用ダンボールベット避難所用ダンボールベット

コンビニで証明書が取得できるよ！

５年目のラッピングバス５年目のラッピングバス

防災行政無線防災行政無線
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の
低
下
に
よ
り
活
動
が
困

難
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

活
動
可
能
な
体
制
づ
く
り

の
支
援
を
要
望
。

予
備
費

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
多
く

の
事
業
に
予
備
費
が
充
て

ら
れ
た
こ
と
の
説
明
を
受

け
、
適
切
な
運
用
が
な
さ

れ
る
よ
う
要
望
。

市
税
の
収
納

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
が
広
が
る

中
で
の
収
納
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
納
税
者
へ
の
丁

寧
な
対
応
を
要
望
。

空
き
家
対
策

管
理
不
全
空
き
家
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
民
の
安
全
の
た
め
さ
ら

な
る
対
策
を
検
討
さ
れ
る

よ
う
要
望
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

受
入
経
費
の
財
源
は
特

別
交
付
税
の
措
置
と
な
る

こ
と
か
ら
も
、
人
数
を
限

定
せ
ず
よ
り
多
く
募
集
す

る
よ
う
要
望
。

自
主
防
災
会

避
難
実
績
の
あ
る
一
時

避
難
所
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
を
補
助
対
象
と
す
る
な

ど
、
支
援
の
拡
充
を
要
望
。

ふ
る
さ
と
納
税

話
題
性
が
あ
り
寄
附
に

繋
が
る
魅
力
的
な
返
礼
品

の
検
討
と
、
寄
附
者
の
希

望
に
沿
っ
た
使
途
の
精
査

を
引
き
続
き
要
望
。

消
防
団

消
防
団
員
数
の
減
少
や

災
害
の
多
発
化
に
よ
り
役

割
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

現
状
か
ら
も
、
今
後
も
活

動
に
見
合
っ
た
処
遇
と
な

る
よ
う
要
望
。

小
学
校

ト
イ
レ
の
洋
式
化
工
事

に
つ
い
て
一
部
単
独
事
業

と
な
っ
た
説
明
を
受
け
、

今
後
の
整
備
事
業
は
補
助

事
業
を
有
効
活
用
す
る
よ

う
要
望
。

中
学
校

尾
花
沢
中
学
校
の
屋
根

塗
装
工
事
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
今
後
も
修
繕
個

所
の
把
握
に
努
め
、
効
率

的
な
発
注
に
よ
る
経
費
削

減
を
要
望
。

図
書
館

時
代
に
合
わ
せ
て
パ
ソ

コ
ン
の
活
用
や
雑
誌
を
充

実
す
る
な
ど
、
市
民
が
利

用
し
や
す
い
図
書
館
と
な

る
よ
う
要
望
。

体
育
振
興

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、

児
童
数
の
減
少
と
加
入
率

収
入
が
減
少
し
た
市
民
に

対
し
、
減
免
制
度
を
周
知

す
る
よ
う
要
望
。

橋
梁
の
維
持

定
期
点
検
と
診
断
の
実

施
は
５
年
に
１
度
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
計
画
的
な

補
修
工
事
を
要
望
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員

災
害
時
の
活
動
範
囲
が

拡
大
し
て
い
る
た
め
、
防

災
危
機
管
理
室
と
連
携
し

た
活
動
支
援
を
要
望
。

尾
花
沢
牛
振
興
協
議
会
負

担
金コ

ロ
ナ
対
策
事
業
は
、

今
後
も
市
民
や
学
生
に
寄

り
添
っ
た
事
業
の
展
開
を

要
望
。

商
工
業
振
興

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
経

済
支
援
と
し
て
、
よ
り
良

い
支
援
を
継
続
さ
れ
る
よ

う
要
望
。

徳
良
湖

市
民
を
は
じ
め
、
訪
れ

る
お
客
様
の
目
線
で
整
備

を
進
め
、
未
来
の
徳
良
湖

を
見
据
え
た
事
業
を
行
う

よ
う
要
望
。

県
立
自
然
公
園

豪
雨
や
大
雪
に
よ
る
倒

木
や
崩
落
の
被
害
が
多
い
。

山
形
森
林
管
理
署
な
ど
の

関
係
機
関
と
連
携
し
て
対

応
策
を
検
討
す
る
よ
う
要

望
。

除
排
雪

除
排
雪
費
が
過
去
最
高

額
と
な
っ
た
。
計
画
的
な

作
業
と
経
費
の
削
減
に
向

け
た
取
り
組
み
を
要
望
。

配
水
管
の
布
設
替
え
工
事

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

水
道
水
を
安
定
し
て
供
給

す
る
た
め
、
老
朽
管
の
早

期
更
新
を
要
望
。

高
齢
者
世
帯
な
ど
の
除
雪

サ
ー
ビ
ス

新
た
な
発
想
で
の
取
り

組
み
や
、
さ
ら
な
る
負
担

軽
減
の
検
討
を
要
望
。

身
体
障
が
い
者
手
帳

耐
久
性
の
あ
る
カ
ー
ド

形
式
へ
の
変
更
に
つ
い
て
、

議
会
と
連
携
し
た
関
係
機

関
へ
働
き
か
け
を
要
望
。

農
地
中
間
管
理
事
業

生
産
コ
ス
ト
の
削
減
を

目
指
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
作

業
は
、
団
地
化
へ
の
配
慮

に
努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
。

国
民
健
康
保
険

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
、

税
金
・
財
政
・
暮
ら
し
・
教
育
・
災
害
・
消
防
な
ど

福
祉
・
農
業
・
産
業
・
道
路
・
保
健
・
医
療
な
ど

委員長 鈴木 裕雅委員長 鈴木 裕雅

副委員長 青野 隆一副委員長 青野 隆一大類 好彦大類 好彦

鈴木 清鈴木 清 奥山 格奥山 格 星川 薫星川 薫 菅野 喜昭菅野 喜昭

委員長 塩原未知子委員長 塩原未知子

副委員長 和田 哲副委員長 和田 哲 菅野 修一菅野 修一

小関 英子小関 英子 鈴木由美子鈴木由美子 伊藤 浩伊藤 浩 安井 一義安井 一義

第２
分科会

第１
分科会



Ｒ
３
請
願
５
号

件 名 請 願 者 付託常任委員会 審査の結果

新型コロナ禍による
米の需給改善と米価
下落の対策を求める

請願

山形市大字門伝字裏城１
農民運動山形県連合会
会長 小林 茂樹

産業厚生
常任委員会

採 択

国への意見書

【請願事項】
１．コロナ禍の需要減少による過剰在庫を政府が緊急に買入れ、米の需給環境を改善し、米価下落に歯止めを

かけること。
２．政府が買い上げた米をコロナ禍などによる生活困難者・学生などへの食料支援で活用すること。
３．主食用米から飼料用米等への転換にあたっては、産地交付金などの増額をはかり、主食用米並みの所得を

生産者に補償すること。
４．国内消費に必要のない外国産米(ミニマムアクセス米)の輸入を、当面、国産米の需給状況に応じた輸入数

量調整を実施すること。

Ｒ
３
請
願
４
号

件 名 請 願 者 付託常任委員会 審査の結果

米の需給調整
に関する請願

山形県村山市楯岡
北町一丁目１番１号

みちのく村山農業協同組合
代表理事組合長 三浦康彦

産業厚生
常任委員会

採 択

国への意見書

コロナ禍による予期せぬ需要減に対して、政府備蓄米の運用改善等あらゆる政策を総動員した市場隔離の実施、
さらには倉庫の新設や低温倉庫の改修にかかる支援等、出来秋に向けた出口対策を強化・拡充すること。

❽❽❾❾ 令和３年11月１日発行・111号令和３年11月１日発行・111号 111号・令和３年11月１日発行111号・令和３年11月１日発行

３～５歳児

０～２歳児

さらに一歩前進！

全国道府県初の｢０歳～２歳の保育料の段階的無償化｣が、山形県において７月に交付要綱が施行された
ことに伴い、本市の利用者負担軽減を目的として、議第52号が提案され、可決しました。
内容はＣ・Ｄ１階層の保育料が、県１／２・市１／２負担で無償化になりました。残るＤ２・Ｄ３・Ｄ
４階層の無償化が期待されます。

保育料段階的軽減事業交付金
令和３年度一般会計補正予算より

保育園 ・ 幼稚園 ・ 認定こども園

国の制度により2019年(Ｒ元)10月より全階層無償化

無 料
階

層

保
育
料

Ａ Ｂ Ｃ D1 D2 D3 D4
生活保護
世帯

市民税
非課税
世帯

169,000円
未満

301,000円
未満

301,000円
以上

97,000円
未満

48,600円
未満

無 料 無 料 無 料
31,000

円
42,000

円
56,000

円
2021年(Ｒ３)９月より

子育て日本一のまち

０歳～２歳児の保育料０歳～２歳児の保育料 段階的にをを

▶◀

請願
２件 米価下落・需給調整米価下落・需給調整米価下落・需給調整

対策の請願を採択対策の請願を採択対策の請願を採択

市民税所得割額市民税所得割額

臨時会臨時会
か いじり ん

8 月8 月

20212021

無償化

416万 円3,000

広域組合議会の報告広域組合議会の報告広域組合議会の報告

市町名 負 担 金

尾花沢市 １億4,925万円

東 根 市 ４億9,954万円

村 山 市 ２億9,343万円

大石田町 6,506万円

合計 10億 728万円

北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会
が
令
和
３
年
７
月
29
日
東

根
市
議
場
で
開
か
れ
た
。
令
和
２
年
度
北
村
山
公
立
病
院
組

合
事
業
決
算
案
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
原
案
通
り
認
定

し
た
。

令
和
２
年
度
北
村
山
公
立
病
院
組
合
事
業
決
算
は
、
病
院

事
業
収
益
が
53
億
１
千
502
万
円
（
前
年
度
比
0.5
％
増
）、
病

院
事
業
費
用
は
54
億
９
千
720
万
円
（
同
0.2
％
増
）
で
あ
り
、

そ
の
結
果
、
１
億
８
千
218
万
円
の
当
年
度
純
損
失
を
計
上
し

た
。令

和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
大
き
く
受
け
、
患
者
数
が
入
院
患
者
延
数
７
万
９
千
497

人
（
前
年
度
よ
り
４
千
376
人
減
）、
外
来
患
者
延
数
は
８
万

９
千
629
人
（
同
１
万
244
人
減
）
で
、
大
幅
に
減
少
し
診
療

北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会

北村山公立病院負担金

令
和
２
年
度
決
算
診
療
収
入
大
き
く
落
ち
込
む

収
入
も
大
き
く
落
ち

込
ん
だ
。
し
か
し
、

３
市
１
町
の
負
担
増

額
及
び
納
入
時
期
の

繰
り
上
げ
、
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
係
る
国

及
び
県
の
補
助
金
の

受
け
入
れ
と
い
っ
た

財
政
支
援
に
よ
り
、

危
機
的
な
状
況
を
回

避
し
た
。

米
作
っ
て

メ
シ
食
え
ね
ぇ

こ
の
ま
ま
で
は

米
が
作
れ
な
い



会

派

に

属

さ

な

い

議

員

議会改革‼議会改革‼議会改革‼議会改革‼市民 代表市民 代表

10101111 令和３年11月１日発行・111号令和３年11月１日発行・111号 111号・令和３年11月１日発行111号・令和３年11月１日発行

議会体制議会体制

８月臨時会８月臨時会
８月５日８月５日の として ワンチームワンチームワンチームワンチーム でででで奮闘奮闘します

委
員
長

奥
山

格

副
委
員
長

安
井

一
義

伊
藤

浩

鈴
木

裕
雅

鈴
木

清

星
川

薫

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

鈴
木

裕
雅

副
委
員
長

鈴
木

清

奥
山

格

大
類

好
彦

青
野

隆
一

星
川

薫

菅
野

喜
昭

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長

小
関

英
子

副
委
員
長

鈴
木
由
美
子

菅
野

修
一

塩
原
未
知
子

伊
藤

浩

和
田

哲

安
井

一
義

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

星
川

薫

奥
山

格

小
関

英
子

尾
花
沢
市
大
石
田
町
環
境

衛
生
事
務
組
合
議
会
議
員

菅
野

修
一

塩
原
未
知
子

鈴
木

裕
雅

菅
野

喜
昭

鈴
木
由
美
子

北
村
山
広
域
行
政
事
務

組
合
議
会
議
員青

野

隆
一

小
関

英
子

北
村
山
公
立
病
院
組
合

議
会
議
員

安
井

一
義

塩
原
未
知
子

鈴
木

清

星
川

薫

鈴
木
由
美
子

尾
花
沢
市
都
市
計
画

審
議
会
委
員

菅野
すがの

修一
しゅういち

大類
おおるい

好彦
よしひこ

星川
ほしかわ

薫
かおる

安井
やすい

一義
かずよし

青野
あおの

隆一
リゅういち

奥山
おくやま

格
きわむ

鈴木
すずき

由美子
ゆ み こ

市

政

ク

ラ

ブ

小関
こせき

英子
えいこ

塩原
しおばら

未知子
み ち こ

伊藤
いとう

浩
ひろし

鈴木
すずき

裕雅
ひろまさ

鈴木
すずき

清
きよし

和田
わ だ

哲
さとし

菅野
すがの

喜昭
よしあき

尾花沢市は、急激な人口減少によって、多くの課
題を抱えています。私たち市議会の役割もチェック
機能だけではなく、これからのまちづくりについて
の積極的な政策提案が必要になってきています。
全議員がワンチームとなって、市民の皆さまとの

対話集会や議会基本条例の制定など、尾花沢らしい
議会改革を進めてまいります。
どうぞ、皆さまのご協力とお力添えをよろしくお

願い申し上げます。

新議長あいさつ
青 野 隆 一

今年度から導入のタブレットにより、市民と議会
の距離を縮めもっと身近にできるよう、議長を補佐
し14人力を合わせ頑張ってまいります。

新副議長あいさつ
塩 原 未知子

令

和

ク

ラ

ブ

委
員
長

鈴
木

清

副
委
員
長

和
田

哲

塩
原
未
知
子

星
川

薫

菅
野

喜
昭

安
井

一
義

鈴
木
由
美
子

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

議会改革推進委員会
委 員 長 塩原未知子
副委員長 和田 哲

条例制定
作業部会

◎菅野 修一
青野 隆一
小関 英子
伊藤 浩
鈴木 清

タブレット議会
作業部会

議会だより編集委員会
検討部会

◎星川 薫
塩原未知子
和田 哲

◎大類 好彦
奥山 格
菅野 修一
小関 英子
塩原未知子
鈴木 清
和田 哲◎は部会長



県
内
の
米
価
の
動
向
を

見
な
が
ら
の
対
応
と
な

る
が
、
全
国
的
な
課
題
で
あ
り
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
、
関

係
機
関
と
連
携
し
、
国
に
対
し

て
要
望
や
支
援
を
呼
び
掛
け
て

行
き
た
い
。
ま
た
、
み
ち
の
く

村
山
農
業
協
同
組
合
管
内
の
２

市
１
町
で
も
、
足
並
み
を
揃
え

て
対
応
を
協
議
し
て
い
く
。

今
年
度
の
新
規
就
農
者

の
状
況
は
、
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。
ま
た
、
就
農
者
を

塩
原
未
知
子

① 尾花沢市過疎地域持続的発展計画
② 市内の林業振興
③ 公共施設のＷｉ-Ｆｉ対応
④ コロナ禍における文化活動への支援
⑤ 尾花沢市４大まつり実行委員会

安
井
一
義

① ご当地戦隊のリニューアル

② 雪押場の確保と流雪溝のさらなる活用

3 家族のための高齢者対策

鈴
木

清

① 説明会後の｢小・中学校統廃合｣の課題

② 園の送迎バスに運行経費助成を

③ 高齢期の聞こえの支援を(補聴器助成）

菅
野
喜
昭

① 学園構想

② 尾花沢市住宅関連補助事業

3 花笠高原スキー場のコース整備

菅
野
修
一

① 次世代へ継ぐ水田農業基盤整備の推進を
② ｢尾花沢伝統の匠｣の認定制度制定
3 小学校・中学校を各々１つに統合ならば
新しい校歌校章を

④ 御所の水ハス公園へ環境保全整備の支援を

｢やや良｣の圃場｢やや良｣の圃場

一般質問

1213

市長…あらゆる機会を捉えて国に要望していく

2年続けての大幅
米価引き下げ。
尾花沢市の農業を
必死で守ろう!!

昨
年
度
の
米
価
は
約
13

％
の
減
と
な
っ
た
が
、

今
年
度
の
売
り
渡
し
米
価
の
情

報
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

毎
年
の
６
月
末
に
お
け

る
民
間
在
庫
量
が
、
米

価
と
相
関
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
令
和
２
年
度
産
米
の

在
庫
量
は
、
昨
年
度
よ
り
19
万

ト
ン
多
い
219
万
ト
ン
で
あ
り
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

る
需
要
減
少
も
重
な
り
、
在
庫

量
が
増
え
て
い
る
。
現
在
の
報

道
な
ど
を
み
て
も
、
昨
年
以
上

の
米
価
の
引
き
下
げ
に
な
る
と

予
想
さ
れ
る
。

昨
年
12
月
定
例
会
で
も
、

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
手
当
を

訴
え
た
。
２
年
産
米
の
追
加
払

い
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
改
め

て
市
長
の
強
い
決
断
を
伺
い
た

い
。

増
や
す
に
は
、
ど
ん
な
政
策
が

必
要
と
考
え
て
い
る
の
か
。

市
外
か
ら
就
農
目
的
で

移
住
し
、
４
月
か
ら
就

農
さ
れ
た
方
が
３
名
い
る
。
ま

た
、
親
元
へ
の
就
農
者
は
14
経

営
体
と
把
握
し
て
い
る
。
本
市

農
業
の
持
続
化
を
図
る
う
え
で
、

こ
の
よ
う
な
新
規
就
農
者
、
い

わ
ゆ
る
意
欲
的
な
農
業
の
担
い

手
の
確
保
対
策
が
大
変
重
要
な

位
置
づ
け
に
あ
る
。
国
や
県
の

支
援
策
に
加
え
、
本
市
独
自
の

「
儲
か
る
農
業
支
援
事
業
」
を

前
面
に
打
ち
出
し
、
支
援
し
た

い
。

学
園
都
市
構
想
の
候
補

地
と
な
っ
て
い
る
５
ケ

所
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
進
捗

学
園
都
市
構
想

状
況
は
ど
う
か
。

抽
出
さ
れ
た
５
ケ
所
に

つ
い
て
、
建
築
基
準
法

な
ど
の
法
的
調
査
、
通
学
へ
の

ア
ク
セ
ス
調
査
、
周
辺
の
環
境

な
ど
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
精
査

を
進
め
て
い
る
。
令
和
４
年
度

に
は
最
終
的
な
場
所
を
選
定
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
。

統
合
さ
れ
る
学
校
は
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
、

つ
ま
り
「
刷
新
さ
れ
た
学
校
」

の
考
え
方
で
進
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

複
数
の
学
校
が
一
つ
に

な
る
学
校
で
あ
り
、
新

た
な
学
校
と
し
て
の
教
育
目
標
、

学
校
経
営
方
針
を
掲
げ
て
行
き

た
い
。
校
歌
と
校
章
に
つ
い
て

も
、
開
校
に
併
せ
て
意
見
を
聞

き
な
が
ら
検
討
す
る
。

つぶやき…

伊藤
いとう

浩
ひろし

議員
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◯囲み数字が掲載

伊
藤

浩

① 学園都市構想

② 農業を取り巻く諸問題

3 脱炭素社会に向けた取り組み

星
川

薫

① 公共交通見直し後の運用状況と来年度
への見通し

② 管理不全空き家及び特定空家等への対応

③ ホームページリニューアルの進捗状況

小
関
英
子

① ごみゼロへの取り組み

② 防災対策の拡充

③ 認知症対策の拡充

大
類
好
彦

① 学園構想

② 尾花沢市無形文化財の継承

③ コロナ禍における商店街の活性化対策

和
田

哲

① イベント開催に関する行政の判断と
感染対策

② コロナ禍の子どもたちのために

問答

コロナ禍の影響を米価にも反映すべき!!

問

答

問答

答

問

問

答



認
知
症
の
早
期
発
見
・

早
期
対
応
の
た
め
に
、

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

を
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

設
置
し
、
複
数
の
専
門
職
が
、

家
族
支
援
な
ど
包
括
的
、
集
中

的
に
行
っ
て
い
る
。
専
門
医
療

機
関
と
連
携
し
、
早
期
治
療
に

つ
な
が
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

見
守
り
シ
ー
ル
の
導
入

の
考
え
は
あ
る
か
。

徘
徊
高
齢
者
等
支
援
事

業
を
行
い
、
早
期
発
見

・
保
護
の
体
制
を
整
備
し
て
い

る
。
見
守
り
シ
ー
ル
事
業
は
、

必
要
に
応
じ
検
討
す
る
。

防
災
訓
練
に
は
実
技
訓

練
と
図
上
訓
練
が
あ
り
、

今
年
度
か
ら
は
隔
年
で
実
施
し

て
い
く
。
自
主
防
災
会
な
ど
と

連
携
を
図
り
、
地
域
で
の
避
難

訓
練
や
避
難
所
設
置
訓
練
な
ど

実
施
し
て
い
く
。

小
・
中
学
校
の
防
災
訓

練
は
ど
う
行
わ
れ
て
い

る
か
。

各
学
校
で
「
危
機
管
理

に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
作
成
し
、
火
災
や
地
震

の
際
の
避
難
訓
練
や
不
審
者
対

応
訓
練
、
さ
ら
に
、
よ
り
実
践

的
な
保
護
者
へ
の
引
き
渡
し
訓

練
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

認
知
症
の
早
期
発
見
・

早
期
受
診
・
早
期
治
療

を
ど
う
行
う
か
。

県
の
ご
み
質
分
析
結
果
は
当
環

境
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
生
ご
み
の

含
水
量
は
56
・
６
％
と
、
県
内

平
均
49
・
２
％
を
上
回
っ
て
い

る
。
生
ご
み
の
水
切
り
の
徹
底

を
衛
生
組
合
連
合
会
や
環
境
衛

生
事
業
組
合
と
協
議
し
た
い
。

生
ご
み
を
肥
料
に
し
て

使
用
で
き
る
段
ボ
ー
ル

コ
ン
ポ
ス
ト
推
進
の
考
え
は
あ

る
か
。

小
型
コ
ン
ポ
ス
ト
へ
の

ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
、
生

ご
み
の
削
減
に
も
有
効
な
手
段

で
あ
り
、
衛
生
組
合
連
合
会
へ

検
討
を
働
き
か
け
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
続
け

て
図
上
訓
練
が
行
わ
れ

た
が
、
今
後
の
防
災
訓
練
は
ど

う
行
う
か
。

や
、
適
正
な
管
理
や
解
体
に
応

じ
て
く
れ
な
い
場
合
は
、
空
家

等
対
策
特
別
措
置
法
な
ど
に
基

づ
く
措
置
、
裁
判
所
へ
の
申
立

て
な
ど
も
含
め
て
、
取
組
み
を

推
進
し
て
い
く
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け

た
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
伺
う
。

新
年
度
の
早
い
時
期
に

新
し
い
Ｃ
Ｍ
Ｓ
（
コ
ン

テ
ン
ツ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ

ス
テ
ム
）
の
選
定
を
行
い
、
そ

の
後
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
へ
の

移
行
作
業
や
階
層
区
分
の
構
築

な
ど
を
随
時
進
め
、
令
和
４
年

度
中
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
完
了

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一般質問 一般質問

1415

新
規
通
学
路
線
「
大
石

田
駅
通
学
線
」
の
利
用

実
績
や
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

７
月
の
利
用
実
績
は
、

北
村
山
高
校
生
が
千
328

回
、
そ
の
他
の
市
内
高
校
生
が

595
回
、
合
計
で
千
923
回
利
用
さ

れ
て
い
る
。
利
用
者
か
ら
は
大

変
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
後
と
も
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

め
、
更
に
充
実
し
た
通
学
線
と

な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

４
月
よ
り
牛
房
野
線
を

廃
止
し
、「
生
活
交
通

タ
ク
シ
ー
補
助
(お
ば
く
る
）」

を
開
始
し
た
が
、
現
在
ま
で
の

利
用
状
況
と
市
民
か
ら
の
評
価

(声
)は
。
ま
た
来
年
度
以
降
の

市長…利用者の少ない路線から｢おばくる｣へ転換する

｢おばくる｣をどう進めるのか
市長…環境美化活動への動機付けも考えられる

ごみゼロへ自治体版ピリカの導入を

小関
こせき

英子
えいこ

議員

ご
み
拾
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
「
ピ

リ
カ
」
を
多
く
の
自
治

体
で
採
用
し
、
地
域
に
特
化
し

た
清
掃
活
動
を
見
え
る
化
、
清

掃
美
化
活
動
の
参
加
者
数
増
加

や
、
地
域
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
の
活

性
化
に
貢
献
し
て
い
る
。
導
入

の
考
え
は
あ
る
か
。

本
市
で
は
、
春
と
秋
に

市
民
一
斉
ク
リ
ー
ン
作

戦
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
市
民

の
意
識
が
大
切
と
考
え
る
。
ピ

リ
カ
活
用
は
、
さ
ら
な
る
環
境

美
化
活
動
へ
の
動
機
付
け
と
な

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、

総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

生
ご
み
の
水
切
り
の
周

知
は
ど
う
行
っ
て
い
る

か
。

毎
年
７
月
１
日
の
お
知

ら
せ
版
に
生
ご
み
の
水

切
り
方
法
を
掲
載
し
て
い
る
。

星川
ほしかわ

薫
かおる

議員

見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

４
月
か
ら
７
月
ま
で
の

実
績
は
、
337
件
で
路
線

バ
ス
運
行
時
よ
り
約
２
倍
に
増

加
し
て
お
り
、
対
象
地
区
の
高

齢
者
か
ら
は
、
大
変
好
評
だ
。

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

牛
房
野
線
と
同
様
に
、
利
用
者

の
少
な
い
路
線
に
つ
い
て
「
お

ば
く
る
」
へ
の
転
換
を
考
え
て

い
る
。

｢お
ば
く
る
｣と
｢お
も

い
や
り
タ
ク
シ
ー
券
」

は
事
業
目
的
も
違
う
。
併
用
す

る
の
で
あ
れ
ば
新
し
い
タ
ク
シ

ー
券
を
｢お
ば
く
る
｣の
事
業
内

で
独
自
で
配
布
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

｢お
ば
く
る
｣の
需
要
は

増
え
て
く
る
と
思
わ
れ

る
。
将
来
的
に
も
、
高
齢
者
な

ど
交
通
弱
者
に
と
っ
て
も
持
続

可
能
な
制
度
と
な
る
よ
う
、
総

合
的
な
見
直
し
を
図
り
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

現
在
、
通
学
路
沿
い
で

管
理
不
全
空
き
家
及
び

特
定
空
家
は
何
棟
あ
る
か
伺
う
。

ま
た
、
対
応
状
況
に
つ
い
て
も

併
せ
て
伺
う
。

管
理
不
全
空
き
家
２
軒
、

特
定
空
家
０
軒
で
、
所

有
者
な
ど
へ
の
働
き
か
け
に
よ

り
、
適
正
な
管
理
や
解
体
に
至

っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
再
三

の
依
頼
に
も
応
じ
な
い
ケ
ー
ス
、

相
続
放
棄
の
ケ
ー
ス
、
所
有
者

不
明
の
ケ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
管

理
不
全
空
き
家
は
増
加
傾
向
に

あ
る
。
今
後
は
、
効
果
的
な
行

政
と
地
域
の
連
携
方
策
の
検
討
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問答問

答問答

問答

問答

問答問答

問答問
防
災
対
策
の
拡
充

問答問

答問答
空き家対策計画に
則った執行を！

つぶやき…

公
共
交
通
見
直
し
後

の
運
用
状
況
と
来
年

度
へ
の
見
通
し

管
理
不
全
空
き
家
及
び

特
定
空
家
等
へ
の
対
応

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
の
進
捗
状
況

「お互い様」
共に支えあう
おばなざわ

つぶやき…

認
知
症
対
策
の
拡
充

※
｢ピ
リ
カ
｣は
、
ご
み
収
集
量

の
把
握
や
、
参
加
者
間
の
交

流
が
で
き
る
無
料
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

ア
プ
リ
で
す
。

※

答



高
校
受
験
を
迎
え
る
子

ど
も
た
ち
へ
の
寄
り
添

い
方
な
ど
、
進
路
希
望
の
実
現

に
向
け
た
教
育
指
導
は
ど
の
よ

う
か
。

将
来
の
自
分
に
つ
い
て

考
え
、
進
路
選
択
を
す

る
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
で

あ
る
。
一
人
ひ
と
り
の
考
え
や

希
望
に
沿
っ
て
、
と
も
に
考
え

て
い
く
指
導
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
学
習
時
間
の

保
障
に
つ
い
て
工
夫
や
配
慮
す

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
学

び
の
保
障
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

令
和
９
年
度
の
開
校
に

間
に
合
う
よ
う
に
小
学

校
を
建
設
し
た
い
。

建
設
場
所
は
５
つ
の
候
補
地

を
抽
出
し
た
。
各
地
区
で
開
催

し
て
い
る
検
討
委
員
会
の
結
果

を
踏
ま
え
選
定
し
て
い
く
。

保
育
園
、
小
学
校
を
一
体
的

に
整
備
す
る
こ
と
で
、
グ
ラ
ウ

一般質問 一般質問
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
商

店
街
(商
工
業
者
)の
活

性
化
対
策
に
つ
い
て
、
今
後
の

対
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。
事
業
持
続
化
応
援
資
金

10
万
円
、
お
う
ち
で
お
店
で
ご

飯
事
業
200
円
券
５
枚
な
ど
の
再

支
援
を
し
て
は
ど
う
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
状
況
を
見
る

と
、
影
響
は
さ
ら
に
長
引
く
こ

と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
市
民
や

市
内
事
業
者
の
声
を
し
っ
か
り

と
聴
き
、
真
に
支
援
が
必
要
な

方
々
へ
行
き
渡
る
よ
う
、
更
な

る
追
加
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

改
め
て
、
い
つ
、
ど
こ

に
、
何
を
、
ど
の
よ
う

に
建
て
る
か
伺
う
。

市長…市内業者の声を聴き、更なる追加支援を検討する

コロナ禍における商工業者への対策は
市長…教育委員会と連携し支えていきたい

コロナ禍こそ選挙権を持たない子どもたちの声を！

和田
わ だ

哲
さとし

議員

コ
ロ
ナ
感
染
か
ら
市
民

を
守
る
た
め
に
、
市
内

で
行
わ
れ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
は
慎
重
な
判
断
が
必
要

だ
と
思
わ
れ
る
が
、
市
長
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

「
市
民
の
安
全
を
守
り

な
が
ら
開
催
す
る
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
」
の

視
点
を
持
ち
な
が
ら
、
総
合
的

に
判
断
し
て
い
く
考
え
だ
。

感
染
対
策
と
判
断
基
準

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

感
染
対
策
は
、
県
が
定

め
た
「
イ
ベ
ン
ト
等
の

開
催
に
関
す
る
基
本
方
針
」
に

基
づ
き
実
施
す
る
。
判
断
基
準

に
つ
い
て
は
、
県
内
の
感
染
状

況
を
踏
ま
え
判
断
す
る
が
、
開

催
時
の
状
況
を
見
通
す
の
は
難

学
園
構
想

大類
おおるい

好彦
よしひこ

議員ン
ド
や
駐
車
場
を
共
有
で
き
る

な
ど
効
率
的
な
整
備
を
考
え
て

い
る
。

中
学
校
は
、
将
来
的
に
小
学

校
に
隣
接
し
た
形
で
整
備
し
た

い
。

今
後
、
保
育
園
、
小
学

校
、
中
学
校
の
他
、
診

療
所
、
ゴ
ミ
焼
却
所
の
建
て
替

え
も
考
え
る
と
、
100
億
円
前
後

の
経
費
が
見
込
ま
れ
る
。
補
助

金
な
ど
を
活
用
し
無
理
の
な
い

支
出
を
求
め
る
。
小
学
校
の
建

設
場
所
は
、
現
在
と
同
じ
場
所

も
含
め
検
討
す
る
よ
う
提
言
す

る
。

尾
花
沢
市
無
形
文
化
財

の
継
承
に
つ
い
て
、
第

７
次
尾
花
沢
市
総
合
振
興
計
画

で
力
を
入
れ
て
い
く
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
伺

う
。

伝
承
活
動
や
公
開
演
奏

会
の
開
催
な
ど
支
援
し

て
い
き
た
い
。
日
本
遺
産
の
認

定
を
受
け
た
文
化
財
で
あ
る
こ

と
を
市
民
に
周
知
啓
発
を
図
る

と
と
も
に
、
担
い
手
の
確
保
な

ど
後
継
者
育
成
に
つ
な
げ
て
い

く
。

し
い
。

予
定
さ
れ
て
い
る
徳
良

湖
築
堤
100
周
年
記
念
事

業
費
は
１
千
300
万
円
以
上
だ
。

こ
れ
は
花
笠
パ
レ
ー
ド
よ
り
高

額
な
予
算
と
な
っ
て
お
り
、
特

に
慎
重
な
判
断
と
検
討
が
必
要

で
は
な
い
か
。

一
人
で
も
多
く
の
市
民

が
参
加
し
て
祝
福
で
き

る
よ
う
に
、
検
討
を
重
ね
て
い

き
た
い
。

イ
ベ
ン
ト
の
基
準
と
判
断

コ
ロ
ナ
禍
を
生
き
る
世

代
だ
か
ら
こ
そ
、
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
が
共
有
財
産
と
な

り
生
き
る
強
み
に
な
っ
て
欲
し

い
と
考
え
る
。
今
後
の
、
市
内

の
小
中
学
校
行
事
の
見
通
し
は

ど
う
か
。運

動
会
や
文
化
祭
な
ど

の
学
校
行
事
は
、
内
容

に
配
慮
し
な
が
ら
実
施
し
て
い

く
方
向
で
考
え
て
い
る
。

遠
足
や
修
学
旅
行
の
現

状
と
今
後
に
つ
い
て
も

伺
い
た
い
。

小
中
学
校
と
も
に
実
施

に
向
け
て
工
夫
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
各
学
校
と
連

絡
を
と
り
な
が
ら
、
総
合
的
に

判
断
し
て
い
き
た
い
。
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段階的でいいし、
少しの実感でいい。
一歩ずつ、本来の
生活を取り戻すぞ!

つぶやき…

小学校建設は現在
の場所も含め検討
を提言する

つぶやき…

コ
ロ
ナ
禍
の
子
ど
も
た
ち
へ

答

無
形
文
化
財
の
継
承

問

答



コ
ロ
ナ
禍
で
徳
良
湖
周

辺
や
花
笠
高
原
の
公
共

施
設
に
急
ぎ
整
備
す
べ
き
で
は
。

指
定
避
難
所
中
心
に
Wi

－

Fi
を
18
ケ
所
、
ま
た
、

徳
良
湖
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
に

は
ポ
ケ
ッ
ト
Wi－

Fi
も
整
備
し

て
い
る
。
今
後
は
、
花
笠
高
原

な
ど
５
Ｇ
エ
リ
ア
拡
大
を
多
方

面
に
働
き
か
け
て
い
く
。

「
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
」

国
産
木
材
急
騰
の
今
、

林
業
の
世
代
交
代
ま
っ
た
な
し
。

担
い
手
が
い
な
け
れ
ば
山
は
ま

す
ま
す
荒
れ
る
。
対
策
は
い
か
に
。

木
材
は
昨
年
よ
り
２
倍

と
な
っ
た
時
期
が
あ
っ

た
。「
採
算
の
と
れ
る
経
済
循

必
要
で
、
商
店
街
で
の
雪
対
策

や
屋
根
融
雪
に
つ
い
て
も
さ
ら

な
る
支
援
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

個
人
の
敷
地
内
の
雪
に

つ
い
て
支
援
は
無
い
。

企
業
敷
地
内
の
雪
対
策
と
し
て

豪
雪
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た

場
合
、
従
業
員
３
名
以
上
の
中

小
企
業
者
に
対
し
て
除
雪
経
費

を
助
成
す
る
制
度
が
あ
る
。

「
居
住
空
間
の
無
雪
化
で
快

適
な
雪
国
暮
ら
し
」
を
目
指
し

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
る
が
、
屋
根
と
敷

地
内
の
雪
処
理
の
方
法
に
つ
い

て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
屋
で
異
な

る
た
め
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

流
雪
溝
へ
の
投
入
方
法

に
つ
い
て
雪
を
飛
ば
す

タ
イ
プ
は
、
小
型
で
住
人
の
高

齢
化
も
あ
り
各
家
庭
に
普
及
が

進
ん
で
い
る
。
流
雪
溝
の
規
模

や
水
量
が
同
じ
で
な
い
の
で
流

末
で
の
閉
塞
水
上
が
り
の
可
能

性
も
あ
り
、
難
し
い
と
こ
ろ
は

あ
る
が
、
直
接
投
入
で
き
る
よ

う
な
仕
組
を
し
て
は
ど
う
か
。

流
雪
溝
へ
重
機
で
の
直

接
投
雪
は
水
上
が
り
の

原
因
と
な
り
中
網
を
開
け
て
の

作
業
と
な
る
場
合
も
あ
り
誤
っ

て
落
ち
る
危
険
性
が
あ
る
。
流

雪
溝
管
理
委
員
会
で
流
雪
溝
の

使
用
ル
ー
ル
を
毎
年
度
協
議
し

お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

市
道
以
外
で
あ
っ
て
も

雪
の
処
理
は
必
要
に
な

る
。
排
雪
作
業
や
、
屋
根
融
雪

に
つ
い
て
も
継
続
し
た
支
援
が

活
躍
さ
せ
て
い
く
。
新
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
加
入
に
つ
い
て
は
効
果

を
検
証
す
る
。「
ご
っ
つ
ぉ
３
」

の
３
に
こ
だ
わ
っ
て
３
人
と
な

っ
て
い
る
よ
う
だ
。

雪
押
場
の
管
理
状
況
お

よ
び
日
常
対
策
に
つ
い

て
、
昨
年
と
同
等
の
雪
押
場
確

保
が
出
来
て
い
る
の
か
。

雪
押
場
に
つ
い
て
は
市

内
全
域
で
千
400
ケ
所
で

昨
年
同
様
に
確
保
予
定
。
市
道

の
雪
置
き
場
と
な
っ
て
い
る
個

人
利
用
は
遠
慮
い
た
だ
い
て
い

る
が
、
豪
雪
時
な
ど
は
状
況
に

合
わ
せ
対
応
し
て
い
る
事
例
も

あ
る
。

｢お
ば
ね
特
産
戦
隊

ご
っ
つ
ぉ
３さ

ん

」
を
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
対
策
に
活
用
し
て

は
ど
う
か
。
現
在
の
す
い
か
レ

ッ
ド
、
ぺ
そ
ら
イ
エ
ロ
ー
、
べ

ご
ブ
ラ
ッ
ク
に
加
え
、
ア
ス
パ

ラ
グ
リ
ー
ン
、
だ
い
こ
ん
ホ
ワ

イ
ト
な
ど
戦
士
を
追
加
し
、
賑

や
か
に
し
て
は
ど
う
か
。
５
人

が
定
員
と
考
え
る
が
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
他

市
町
村
と
の
差
別
化
と
知
名
度

を
上
げ
る
効
果
が
あ
る
。
年
齢

を
問
わ
ず
親
し
み
や
す
い
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
性
を
活
か
し
た
情
報

伝
達
ツ
ー
ル
と
し
て
有
効
だ
と

考
え
る
。
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

｢雪
ご
ろ
う
｣と
と
も
に
ひ
ろ
く

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
が
相

次
い
で
い
る
。
ま
ん
ね

り
化
を
打
破
し
、
企
画
か
ら
抜

本
的
な
改
革
が
必
要
で
は
な
い

か
。

各
ま
つ
り
部
会
の
判
断

で
延
期
や
中
止
に
な
っ

た
が
、
実
行
委
員
会
は
各
部
会

（
徳
良
湖
ま
つ
り
・
お
ば
な
ざ

わ
花
笠
ま
つ
り
・
ま
る
だ
し
尾

花
沢
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
・
雪
ま

つ
り
）
の
計
画
と
実
績
、
予
算

と
決
算
の
取
り
ま
と
め
や
企
画

運
営
、
会
計
な
ど
に
助
言
を
す

る
機
関
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に

向
け
新
た
な
体
制
、
組
織
づ
く

り
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
無
い
新

し
い
運
営
方
法
を
検
討
す
る
。

一般質問 一般質問

1819

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
開
催

中
止
や
延
期
な
ど
の
影

響
を
受
け
な
い
活
動
支
援
が
必

要
。
庁
舎
内
に
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
再
開
す
べ
き
。

市
民
文
化
祭
は
継
続
し

て
い
く
。
文
化
芸
術
活

動
を
継
承
し
て
い
く
た
め
の
発

表
の
場
と
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

動
画
の
ラ
イ
ブ
配
信
へ
の
支
援

を
検
討
し
て
い
く
。
当
日
の
配

信
だ
け
で
な
く
、
活
動
風
景
や

作
品
制
作
過
程
の
様
子
な
ど
も

記
録
し
、
各
団
体
の
意
向
を
聞

き
な
が
ら
支
援
し
て
い
く
。

市長…観る側にも最善な方法を考え支援していく

中止が相次ぐコロナ禍の文化活動支援は
市長…これまで同様ルールを遵守して使用

流雪溝のさらなる活用

安井
やすい

一義
かずよし

議員 塩
しお

原
ばら

未
み

知
ち

子
こ
議員

環
サ
イ
ク
ル
」
森
林
整
備
を
め

ざ
し
、
儲
か
る
林
業
と
な
る
よ

う
関
係
機
関
と
連
携
し
て
い
き

た
い
。

５
月
６
日
に
発
表
さ
れ

た
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣

言
」
と
の
関
係
が
イ
メ
ー
ジ
で

き
な
い
。
ま
た
、
定
住
促
進
目

標
値
100
件
、
具
体
的
に
ど
う
進

め
て
い
く
の
か
。

今
後
環
境
基
本
計
画
で

示
さ
れ
る
事
業
を
計
画

に
追
加
掲
載
し
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
を
目
指
す
。
ま
た
、

首
都
圏
か
ら
地
方
へ
の
移
住
が

加
速
す
る
好
機
と
と
ら
え
、
ふ

る
さ
と
納
税
や
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
「
尾
花
沢
フ

ァ
ン
の
拡
大
」
を
図
り
移
住
世

帯
へ
支
援
体
制
を
整
え
て
い
く
。

ご
当
地
戦
隊
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
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雪
押
場
の
確
保
と
流
雪
溝

の
さ
ら
な
る
活
用

問答

安全・安心に向け
た防犯カメラやド
ラレコ活用

つぶやき…

ふるさとに帰りたい
帰って来てほしい
思いを今こそまち
づくりに

つぶやき…

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

Wi－

Fi
・
５
Ｇ
対
応

市
内
の
林
業
振
興

４
大
ま
つ
り
実
行
委
員
会

問答

答

問



の
尾
花
沢
と
し
て
は
、
各
家
庭

に
お
い
て
も
中
型
以
上
の
除
雪

機
械
が
必
要
で
あ
り
、
購
入
価

格
も
200
万
円
前
後
に
な
っ
て
く

る
。
限
度
額
を
外
す
考
え
は
な

い
か
。

家
庭
用
除
雪
機
購
入
費

の
助
成
は
、
平
成
23
年

度
か
ら
購
入
費
の
10
％
、
上
限

５
万
円
の
助
成
を
開
始
し
た
。

ま
た
今
年
度
よ
り
、
購
入
費
の

10
％
上
限
10
万
円
と
拡
充
を
図

っ
た
。
上
限
10
万
円
に
し
た
理

由
は
、
令
和
元
年
度
除
雪
機
購

入
し
た
方
の
平
均
価
格
が
約
117

万
円
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
受

け
、
概
ね
そ
の
10
％
と
し
て
10

万
円
の
助
成
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
上
限
を
見
直
し
た
も
の
で
あ

る
。
今
後
も
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
効
果
的
な
雪
対
策
が
進
め

ら
れ
る
よ
う
十
分
配
慮
し
て
い

く
。

だ
い
た
。
小
中
一
貫
校
が
始
ま

っ
て
20
年
が
過
ぎ
た
が
、
現
時

点
で
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

小
中
９
年
間
を
一
貫
し

た
教
育
目
標
の
下
、
系

統
的
で
継
続
的
な
教
育
が
実
施

で
き
る
。
一
方
、
小
中
の
メ
リ

ハ
リ
が
な
く
な
る
こ
と
で
、
小

学
生
高
学
年
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
性
を
育
て
る
機
会
が
少
な
く

な
る
課
題
も
あ
る
。

中
学
校
併
設
時
の
学
校

形
態
の
再
検
討
前
に
、

市
民
や
教
職
員
に
違
い
を
知
ら

せ
る
学
習
会
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。
ま
た
学
校
形
態
は

ど
の
よ
う
に
決
定
し
て
い
く
考

え
か
。

最
上
地
域
の
義
務
教
育

学
校
を
調
査
研
究
し
な

が
ら
、
子
ど
も
達
の
教
育
環
境

を
第
一
に
考
え
、
教
職
員
や
保

護
者
な
ど
の
意
見
も
聞
き
な
が

ス
代
」
と
し
て
実
費
・
上
乗
せ

徴
収
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
実
態

が
あ
る
。
ど
の
子
も
か
け
が
え

の
な
い
園
児
の
命
を
守
る
安
全

な
送
迎
バ
ス
の
運
行
の
た
め
、

園
の
区
別
な
く
、
市
の
助
成
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

福
原
地
区
４
園
統
合
に

伴
う
特
殊
事
情
と
し
て
、

よ
つ
ば
保
育
園
に
助
成
し
て
い

る
。
法
人
運
営
の
認
定
こ
ど
も

園
は
他
園
と
差
別
化
し
、
特
色

あ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
た
め
助
成
を
行
う

考
え
は
な
い
。

６
月
に
５
地
区
の
説
明

会
が
開
か
れ
た
。
貴
重

な
意
見
や
不
安
・
疑
問
が
出
さ

れ
、
そ
の
後
教
育
委
員
会
の
Ｑ

＆
Ａ
の
資
料
を
提
出
し
て
い
た

一般質問 一般質問

2021

７
月
に
福
岡
県
中
間
市

の
認
可
保
育
園
で
、
５

才
児
が
送
迎
バ
ス
に
取
り
残
さ

れ
、
熱
中
症
で
死
亡
し
た
事
故

が
あ
っ
た
。
国
に
よ
る
運
行
規

則
の
定
め
は
あ
る
か
、
ま
た
市

は
送
迎
バ
ス
の
安
全
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
る
か
。

保
育
所
は
保
護
者
送
迎

が
基
本
の
た
め
、
国
の

運
行
規
則
は
な
い
。
本
市
の
保

育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
は
全
て

添
乗
員
が
配
置
さ
れ
、
連
絡
の

な
い
欠
席
な
ど
も
し
っ
か
り
確

認
し
て
い
る
。

市
は
ど
の
よ
う
に
送
迎

バ
ス
の
財
政
支
援
を
し

て
い
る
か
。
幼
稚
園
・
認
定
こ

ど
も
園
は
１
号
認
定
児
の
み

｢通
園
送
迎
加
算
｣が
創
設
さ
れ

た
が
、
不
十
分
な
額
の
た
め
、

維
持
費
の
８
割
程
度
が
、
園
の

持
ち
だ
し
に
な
り
、「
通
園
バ

市長…法人運営の園の助成は考えていない

園の送迎バスに運行経費助成を
市長…保育所と小学校を一体的に整備し、中学校を隣接建設

公約の｢学園都市構想｣とは

菅野
すがの

喜昭
よしあき

議員

市
長
就
任
時
、
公
約
の

ひ
と
つ
に
｢尾
花
沢
小

学
校
や
保
育
園
の
一
体
的
な

『学
園
都
市
構
想
』｣と
あ
っ
た
。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
の
か
。

学
園
構
想
は
、
少
子
化

が
進
行
中
に
お
い
て
も
、

最
適
な
教
育
環
境
を
整
備
し
た

い
と
の
思
い
か
ら
の
も
の
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
お
も
だ
か

保
育
園
と
尾
花
沢
小
学
校
の
老

朽
化
を
考
慮
し
、
保
育
所
と
小

学
校
を
一
体
的
に
整
備
で
き
れ

ば
、
保
育
と
教
育
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
駐

車
場
な
ど
も
共
有
で
き
効
率
化

が
図
れ
る
。
こ
れ
が
学
園
構
想

で
あ
る
。市

長
就
任
以
来
約
３
年

が
経
過
し
た
今
、
そ
の

『学
園
構
想
』に
変
化
は
あ
る
の

か
。

鈴木
すずき

清
きよし

議員

説
明
会
後
の
「
小
・
中

学
校
統
廃
合
」
の
課
題

ら
最
終
的
な
方
針
を
決
定
し
て

い
き
た
い
。

本
市
の
高
齢
者
の
難
聴

の
実
態
を
ど
う
把
握
し

て
い
る
か
。

要
介
護
認
定
時
の
調
査

で
聴
力
の
項
目
が
あ
る

が
、
程
度
・
人
数
ま
で
把
握
し

て
い
な
い
。

元
気
で
い
き
い
き
と
暮

ら
し
、
認
知
症
対
策
の

た
め
に
も
、
聴
力
機
能
の
低
下

が
あ
る
中
・
軽
度
の
高
齢
者
に

補
聴
器
の
購
入
費
の
一
部
助
成

を
し
て
は
ど
う
か
。

助
成
を
実
施
し
て
い
る

自
治
体
は
ほ
と
ん
ど
な

い
た
め
、
聴
力
低
下
に
対
す
る

知
識
・
対
処
方
法
の
周
知
に
努

め
た
い
。

就
任
後
に
学
校
教
育
検

討
委
員
会
よ
り
出
さ
れ

た
提
言
書
で
、「
学
校
間
の
連

携
や
公
共
施
設
の
有
効
活
用
等

か
ら
、
中
学
校
の
隣
接
も
効
果

的
と
思
わ
れ
る
｣と
し
、「
小
学

校
の
統
合
状
況
に
合
わ
せ
、
中

学
校
を
小
学
校
に
隣
接
し
、
可

能
な
年
度
で
建
設
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。」
と
の
提
言
が
あ

っ
た
。

当
初
は
、
保
育
所
と
小
学
校

の
老
朽
化
が
発
端
の
構
想
で
あ

っ
た
が
、
中
学
校
連
携
も
視
野

に
入
れ
、
将
来
的
に
は
、
統
合

小
学
校
に
隣
接
し
た
形
で
中
学

校
を
建
設
し
、
こ
れ
も
含
め
た

学
園
構
想
と
し
て
整
備
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

｢市
内
小
学
校
を
１
校

に
統
合
す
る
」
と
提
言

し
て
い
る
が
、
閉
校
す
る
福
原

中
、
福
原
小
、
宮
沢
小
、
玉
野

小
及
び
常
盤
小
の
利
活
用
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

こ
れ
ま
で
閉
校
し
た
学

校
に
つ
い
て
は
、
様
々

な
形
で
利
活
用
し
て
い
る
。
各

地
域
で
閉
校
し
た
学
校
を
地
域

づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
利
用
す

る
動
き
が
活
発
化
し
て
お
り
、

閉
校
を
機
に
地
域
力
の
高
ま

り
も
見
ら
れ
る
。
各
学
校
の
利

活
用
に
関
し
て
は
、
あ
ら
た
め

て
、
地
区
の
方
々
と
も
話
合
い

の
場
を
持
ち
、
ご
意
見
を
お
聞

き
し
検
討
し
て
い
く
。

・

令
和
３
年
度
は
、｢家
庭

用
除
雪
機
械
」
の
購
入

補
助
率
が
「
購
入
価
格
の
10
％

以
内
(10
万
円
限
度
）」
に
増
額

し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
三
雪
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問答問

答

高
齢
期
の
聞
こ
え
の
支
援

を
(補
聴
器
助
成
)

問 答

問答問

答問

答問

答
なぜ除雪機械の購入
補助だけ10％なのか
な？

つぶやき…

送迎バスに
スクールバスと
同じ運行助成を！

つぶやき…

問

答

問答問答

尾
花
沢
市
住
宅
関
連
補
助
事
業



事
例
で
あ
り
、
市
内
各
地
へ
の

波
及
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

地
元
関
係
者
間
で
事
業
内
容
を

煮
詰
め
、
地
域
の
合
意
形
成
を

図
る
の
が
先
決
で
あ
り
、
事
業

に
取
り
組
む
際
は
、
前
回
同
様

に
し
っ
か
り
支
援
し
て
い
き
た

い
。

本
市
に
は
、
巧
み
な
手

技
が
編
み
出
し
た
素
晴

ら
し
い
伝
統
の
民
具
工
芸
品
が

あ
る
。
身
近
に
は
、
約
150
年
の

眠
り
よ
り
伊
藤
瓢
堂
氏
が
蘇
ら

せ
た
上
の
畑
焼
き
や
、
故
壱
谷

旭
氏
が
興
こ
さ
れ
た
徳
良
湖
ガ

ラ
ス
工
房
、
お
し
ん
こ
け
し
で

名
を
は
せ
た
銀
山
伊
豆
こ
け
し

工
房
、
尾
花
沢
祭
り
ば
や
し
屋

台
を
制
作
さ
れ
た
市
野
々
の
宮

大
工
棟
梁
山
口
氏
な
ど
他
に
も

一般質問

現
在
、
鶴
子
六
沢
地
区

の
県
営
「
水
田
農
業
低

コ
ス
ト
・
高
付
加
価
値
化
基
盤

整
備
事
業
」
は
、
水
田
１
枚
を

１
ha
以
上
の
大
区
画
と
し
、
担

い
手
に
80
％
以
上
の
集
積
と
集

約
を
目
標
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
。
地
下
灌
漑

か
ん
が
い

設
備
を
施
工
し
、

水
田
の
本
格
畑
作
化
へ
の
転
換

で
高
収
益
作
物
へ
の
転
作
を
容

易
と
し
、
そ
の
上
ド
ロ
ー
ン
や

ロ
ボ
ッ
ト
機
械
を
駆
使
し
た
ス

マ
ー
ト
農
業
が
展
開
で
き
、
大

幅
な
コ
ス
ト
軽
減
を
目
指
し
て

い
る
。
こ
の
地
域
を
水
田
農
業

の
モ
デ
ル
地
区
と
し
、
次
に
続

く
基
盤
整
備
地
区
の
後
押
し
を

す
る
考
え
は
な
い
か
。

本
県
営
事
業
は
、
市
内

で
初
め
て
取
り
組
ん
だ

市長…他市町村の取り組みを参考に制度や支援内容を研究

｢尾花沢伝統の匠｣認定制度の制定を

菅野
すがの

修一
しゅういち

議員

次
世
代
へ
継
ぐ

水
田
農
業
基
盤
整
備

多
く
の
人
物
団
体
が
お
り
、
本

市
の
名
声
を
高
め
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
作
品
は
、
私
達
の
心
を

和
ま
せ
豊
か
に
満
た
さ
せ
る
。

こ
の
伝
統
工
芸
家
の
方
々
を

「
尾
花
沢
伝
統
の
匠
」
と
し
て

認
定
す
る
制
度
を
制
定
し
て
は

い
か
が
か
。

こ
の
度
、
伊
藤
瓢
堂
氏

は
県
の
芸
術
文
化
分
野

の
最
高
賞
｢齋
藤
茂
吉
文
化
賞
」

を
受
賞
さ
れ
た
。
こ
れ
は
伊
藤

氏
の
こ
れ
ま
で
の
尽
力
と
実
績

の
賜
物
で
あ
り
、
本
市
に
と
っ

て
も
、
大
変
な
喜
び
と
と
も
に

誇
り
で
も
あ
る
。
そ
し
て
地
域

の
豊
か
さ
を
象
徴
す
る
も
の
と

し
て
大
切
に
継
承
し
て
い
け
る

環
境
を
創
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
、
今
後
、
後
継
者

の
育
成
や
産
業
の
振
興
、
代
表

作
品
の
保
護
な
ど
に
努
め
た
い
。

他
市
町
村
の
取
り
組
み
を
参
考

に
し
て
、
認
定
制
度
や
支
援
の

内
容
な
ど
を
研
究
し
て
い
き
た

い
。

・

御
所
の
水
ハ
ス
公
園
は

近
年
猪
に
よ
る
ハ
ス
田

畦
畔
の
破
壊
と
ハ
ス
の
根
茎
の

食
害
が
甚
だ
し
く
、
鶴
子
地
区

環
境
整
備
振
興
会
だ
け
で
は
守

り
切
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。
市

の
支
援
の
手
立
て
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

地
域
活
性
化
交
付
金
に

よ
る
支
援
な
ど
地
域
の

方
々
が
立
ち
上
が
り
、
活
動
し

て
い
く
際
に
は
是
非
協
力
し
て

い
き
た
い
。
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｢伝
統
の
匠
｣認
定
制
度

問答

問

答

御
所
の
水
ハ
ス
公
園

の
保
全

問答

伝統工芸に勤しむ
方々を認定し、発
信できることは、
市の誇りでもあり、
豊かさだね。

つぶやき…

ト
ピ
ッ
ク
ス

歴史を学び、大切に子孫に伝えることを目的にして開館

芭
蕉
、清
風
歴
史
資
料
館
へ
行
こ
う
！

①
１
９
８
３
年
(昭
和
58
年
)７
月

｢芭
蕉
、清
風
歴
史
資
料
館
｣が

開
館
。
開
館
に
合
わ
せ
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
｢芭
蕉
と
清
風

お
く

の
ほ
そ
道
・
尾
花
沢
｣が
発
刊

さ
れ
る
。

②
１
９
８
９
年
(平
成
元
年
)４
月

お
く
の
ほ
そ
道
紀
行
三
百
年
記

念
で
芭
蕉
の
銅
像
が
旧
宮
沢
村

岩
谷
沢
の
門
脇
啓
・
シ
ュ
ウ
さ

ん
よ
り
寄
贈
さ
れ
る
。

③
２
０
１
９
年
(平
成
30
年
)

資
料
館
が
関
係
す
る
｢山
寺
が

支
え
た
紅
花
文
化
｣が
日
本
遺

産
に
認
定
さ
れ
、
現
在
江
戸
時

代
の
町
家
の
姿
を
伝
え
る
貴
重

な
文
化
遺
構
に
な
っ
て
い
る
。

歴
史
資
料
館
の
あ
ゆ
み

｢徳良湖100年おめでとう!
そしてありがとう!｣

徳良湖は、人の流れが増えてきた。
皆んなが口にする｢いいどごだ。ここは。｣小高い丘があり、湖があり、森があり、花があり、１周でき

る遊歩道があり、子供連れの遊び場が増えてきて、とてもいい場所になってきた。(東洋のフィンランド
と言われるようになってきた)
何よりも、朝日を浴びた徳良湖の湯気立つ姿は何とも言えない風景である。午後からは風が吹きヨッ
トが走る。夕方になると夕日が湖面をオレンジに彩る。夜はイルミネーションで迎えてくれる。やっぱ
りここはいいどこだぁ。
ぜひ、市民の人なら１日ゆっくり徳良湖で満喫してみてください。
９年前、徳良湖ヨット倶楽部ができた。楽しみのヨットから、週末山大医学部のヨット部も練習にや
ってくる。これもメンバーの指導で今年国体選手が誕生！ヨット部初めての事だそうだ。
そんな中で、北村山高校にヨット部を立ち上げようというプロジェクトチームができ上がった。徳良
湖ヨット倶楽部はもとより、市、企業が一体となって応援したいものだ。海のない小さな池から世界の
大海原へ飛び立って欲しい。ぜひ小中高生にヨット教室(水辺のリクレーション)指導できる協力隊が来
てくれるといいな。
今、徳良湖が全国から注目されている。ヨットの種類と数、そして障害者用のヨットがある。ぼくは
これにはまっている。風を知る。風をつかむ、そして風が見える。
ステータスの高かったヨットが、誰でも体験できる身近なものになった。僕がのっているヨットは、
毎年オーストラリアで世界選手権に出ている。
徳良湖100年、次の100年に向けて動きだした。

鈴
木
清
風
と
「
芭
蕉
十
泊
の
ま
ち
」
を
活
か
し
た
展
示
資
料
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
特
別
展
示
事
業
な
ど
を
展
開
し
な
が
ら
、
国
内
外
へ
の
情
報
発
進
を
強
化
す
る
。

第
７
次
尾
花
沢
市
総
合
振
興
計
画
令
和
３
年
(２
０
２
１
)↓
令
和
12
年
(２
０
３
０
)年
度

芭
蕉
、
清
風
歴
史
資
料
館
の
充
実

分
野
６
の
３

文
化
財


